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と
。 

22
．
回
６
２
７
Ｄ
～
回
６
２
６

Ｄ
ま
で
を
土
休
日
は
運
休
と

す
る
こ
と
。 

23
．
２
２
５
０
Ｄ
～
２
２
２
Ｄ

の
津
川
帯
泊
列
車
お
よ
び
１

３
７
Ｄ
～
１
２
０
Ｄ
の
新
発

田
帯
泊
列
車
を
Ｇ
Ｖ—

Ｅ
４

０
０
系
と
す
る
こ
と
。 

24
．
２
３
９
Ｄ
会
津
若
松
出
区

を
青
出
区
と
し
、
食
事
時
間

を
確
保
す
る
こ
と
。 

25
．
短
時
間
行
路
は
駅
業
務
部

分
も
分
割
で
き
る
よ
う
に
設

定
す
る
こ
と
。 

26
．
長
岡
統
括
セ
ン
タ
ー
Ｃ
８

０
０
４
行
路
の
短
時
間
分
割

行
路
に
つ
い
て
の
考
え
方
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

27
．
新
潟
車
両
セ
ン
タ
ー
へ
入

区
ま
た
は
出
区
の
際
の
無
線

機
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
「
入
換
」
位

置
と
す
る
こ
と
。 

28
．
キ
ハ
１
１
０
系
お
よ
び
Ｇ

Ｖ—

Ｅ
４
０
０
系
に
お
い
て

急
き
ょ
の
行
先
変
更
が
発
生

し
た
際
、
行
先
系
統
番
号
が

あ
る
場
合
は
行
先
系
統
番
号

を
使
用
す
る
取
扱
い
と
す
る

こ
と
。 

29
．
乗
継
時
刻
が
指
定
さ
れ
て

い
る
場
合
は
乗
継
箇
所
の
指

定
を
行
う
こ
と
。 

 

【
設
備
関
係
に
つ
い
て
】 

30
．
新
潟
支
社
内
に
お
け
る
鳥

獣
対
策
を
行
う
こ
と
。 

31
．
Ｄ—

Ｔ
Ａ
Ｃ
の
他
行
路
時

刻
表
検
索
機
能
を
乗
務
す
る

列
車
の
担
務
別
で
検
索
で
き

る
よ
う
に
改
修
す
る
こ
と
。 

32
．
車
掌
行
路
で
泊
地
と
な
る

行
先
地
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ボ

ッ
ク
ス
を
整
備
す
る
こ
と
。 

  

19
．
新
潟
統
括
セ
ン
タ
ー
新
潟

乗
務
室
お
よ
び
長
岡
統
括
セ

ン
タ
ー
車
掌
行
路
に
お
い

て
、
乗
務
線
区
を
変
更
し
た

理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

20
．
乗
務
線
区
の
変
更
に
伴

い
、
担
当
線
区
以
外
の
乗
務

は
行
わ
な
い
こ
と
。 

21
．
新
潟
統
括
セ
ン
タ
ー
新
潟

乗
務
室
車
掌
行
路
に
お
け
る

ダ
ブ
ル
行
路
を
廃
止
す
る
こ

申
し
入
れ
」
の
団
体
交
渉
で
、

多
く
の
点
に
お
い
て
労
使
の

考
え
を
一
致
で
き
ま
し
た
。 

今
回
提
示
さ
れ
た
ダ
イ
ヤ

改
正
の
運
用
行
路
表
（
案
）
は
、

こ
れ
ま
で
の
議
論
内
容
が
反

映
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
一
方

で
、
安
全
や
働
き
が
い
、
教
育

な
ど
の
視
点
か
ら
労
使
で
の

更
な
る
議
論
が
必
要
で
す
。 

新
潟
地
本
は
１
月
16
日
、
申

11
号
・
２
０
２
６
年
３
月
ダ
イ

ヤ
改
正
に
お
け
る
乗
務
行
路

等
に
関
す
る
申
し
入
れ
を
提

出
し
ま
し
た
。 

 

申
11
号
・２
０
２
６
年
３
月
ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
け
る
乗
務
行
路
等
に
関
す
る
申
し
入
れ 

【
乗
務
割
交
番
に
つ
い
て
】 

２
．
新
潟
統
括
セ
ン
タ
ー
新
潟

乗
務
室
の
運
転
士
行
路
に
お

い
て
、
行
路
順
序
を
「
別
紙
１

—

１
」
～
「
別
紙
１—

２
」
の
通

り
と
す
る
こ
と
。 

３
．
新
潟
統
括
セ
ン
タ
ー
新
潟

乗
務
室
の
車
掌
行
路
に
お
い

て
、
行
路
順
序
を
「
別
紙
２
」

の
通
り
と
す
る
こ
と
。 

４
．
新
潟
統
括
セ
ン
タ
ー
新
津

乗
務
室
の
運
転
士
行
路
に
お

い
て
、
行
路
順
序
を
「
別
紙

３
」
の
通
り
と
す
る
こ
と
。 

５
．
長
岡
統
括
セ
ン
タ
ー
乗
務

室
の
運
転
士
行
路
お
よ
び
車

掌
行
路
に
お
い
て
、
行
路
順

序
を
「
別
紙
４
」
の
通
り
と
す

る
こ
と
。 

【
組
織
の
見
直
し
に
伴
う
業

務
の
再
編
に
つ
い
て
】 

１
．
２
０
２
６
年
７
月
１
日
実

施
予
定
の
組
織
の
見
直
し
に

お
い
て
、
乗
務
行
路
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。 

幹
申
５
号
・
社
員
の
異
動
に
関

す
る
申
し
入
れ
を
新
幹
線
統

括
本
部
に
提
出
し
ま
し
た
。 

 ■
幹
申
５
号 

申
し
入
れ
項
目 

１
．
各
部
の
「
業
務
内
容
変
更｣

に
該
当
す
る｢

勤
怠
管
理
を

行
う
箇
所｣

を
全
て
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。 

２
．
各
部
の｢

業
務
内
容
変
更｣

に
該
当
す
る｢

教
育
が
必
要

な
判
断
基
準｣

を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。 

３
．
社
員
の
希
望
に
関
し
て

「
こ
れ
ま
で
以
上
に
生
活
状

況
な
ど
を
き
め
細
や
か
に
把

握
し
、
異
動
に
あ
た
っ
て
は

社
員
の
希
望
を
考
慮
し
て
い

く
」
こ
と
を
実
現
す
る
た
め

の
具
体
的
方
法
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。 

 

箇
所
の
変
更｣

お
よ
び｢

教
育

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合｣

と

い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。 

ま
た
社
員
の
異
動
に
つ
い

て
は
「
こ
れ
ま
で
以
上
に
生
活

状
況
な
ど
を
き
め
細
や
か
に

把
握
し
、
社
員
の
希
望
を
考
慮

し
て
い
く
」
と
の
考
え
を
示
し

ま
し
た
。 

し
か
し
、
広
範
囲
の
異
動
や

担
務
の
多
さ
な
ど
か
ら
人
事

運
用
に
対
す
る
不
安
の
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

中
央
本
部
は
１
月
13
日
に

中
央
本
部
は
昨
年
11
月
20

日
に
団
体
交
渉
を
行
い
、
新
幹

線
統
括
本
部
よ
り
「
Ｊ
Ｒ
東
日

本
グ
ル
ー
プ
の
さ
ら
な
る
飛

躍
に
向
け
た
新
た
な
組
織
と

働
き
方
に
つ
い
て
」
の
提
案
を

受
け
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
、
従
来
の
異
動
、

及
び
担
務
変
更
に
つ
い
て
、

｢

業
務
内
容
変
更｣

と
し
て
取

り
扱
う
と
す
る
新
た
な
考
え

が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

本
部
・
本
社
間
に
お
け
る
解

明
交
渉
で
は
、｢

業
務
内
容
変

更｣

と
は｢

勤
怠
管
理
を
行
う

12
．
越
後
線
新
潟
～
上
所
間
の

列
車
便
乗
で
行
路
運
用
す
る

条
件
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。 

13
．
新
潟
統
括
セ
ン
タ
ー
新
潟

乗
務
室
Ｂ
１
２
３
２
行
路
に

お
い
て
、
１
６
９
Ｍ
新
潟
到

着
後
に
５
分
の
付
加
時
間
を

付
与
し
た
理
由
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。 

14
．
車
掌
行
路
に
お
い
て
、「
普

通
列
車
で
同
一
方
向
に
運
転

す
る
列
車
の
途
中
駅
で
交
代

す
る
場
合
は
『
始
発
ま
た
は

終
着
』
の
労
働
時
間
を
適
用

す
る
」
と
し
た
理
由
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。 

15
．
車
掌
行
路
に
お
い
て
、
Ｅ

６
５
３
系
７
両
編
成
の
降
車

確
認
・
列
車
引
上
げ
作
業
時

間
を
７
分
と
す
る
こ
と
。 

 

【
行
路
運
用
お
よ
び
作
業
方

に
つ
い
て
】 

16
．
２
０
２
６
年
３
月
ダ
イ
ヤ

改
正
以
降
の
年
間
休
日
数
に

つ
い
て
の
考
え
方
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。 

17
．
庄
内
統
括
セ
ン
タ
ー
Ｂ
８

１
１
行
路
の
乗
務
１
日
目
に

お
い
て
車
掌
業
務
携
行
品
は

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
保

管
し
、
携
行
し
な
い
こ
と
。 

18
．
急
き
ょ
行
先
地
で
運
転
士

か
ら
車
掌
、
ま
た
は
車
掌
か

ら
運
転
士
へ
の
担
務
変
更
は

行
わ
な
い
こ
と
。 

【
各
箇
所
の
乗
務
行
路
に
つ

い
て
】 

（
新
潟
統
括
セ
ン
タ
ー 

新
潟

乗
務
室
） 

６
．
運
転
士
行
路
の
一
部
を

「
別
紙
５—

１
」
～
「
別
紙
５

—

４
」
の
通
り
に
組
み
替
え
、

行
路
順
序
を
「
別
紙
５—

５
」

の
通
り
と
す
る
こ
と
。 

７
．
車
掌
行
路
の
一
部
を
「
別

紙
６—

１
」
～
「
別
紙
６—

２
」

の
通
り
に
組
み
替
え
、
行
路

順
序
を
「
別
紙
６—

３
」
の
通

り
と
す
る
こ
と
。 

（
新
潟
統
括
セ
ン
タ
ー 

新
津

乗
務
室
） 

８
．
運
転
士
行
路
Ｂ
２
１
１
０

行
路
を
組
み
替
え
、
Ⅾ
Ｃ
組

の
行
路
順
序
を
「
別
紙
７—

１
」
の
通
り
と
す
る
こ
と
。 

９
．
運
転
士
行
路
Ｂ
２
２
０
３

行
路
を
組
み
替
え
、
Ｅ
Ｃ
組

の
行
路
順
序
を
「
別
紙
７—

２
」
の
通
り
と
す
る
こ
と
。 

（
長
岡
統
括
セ
ン
タ
ー 

乗
務

室
） 

10
．
運
転
士
行
路
の
一
部
を

「
別
紙
８
」
の
通
り
に
組
み

替
え
る
こ
と
。 

 

【
労
働
時
間
に
つ
い
て
】 

11
．
「
準
備
・
折
り
返
し
・
整

理
時
間
一
覧
表
」
の
新
潟
場

面
に
お
い
て
、
各
ホ
ー
ム
お

よ
び
新
幹
線
便
乗
の
労
働
時

間
が
２
分
減
と
な
っ
た
理
由

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

新
潟
地
本
は
、
昨
年
12
月

16
日
に
行
っ
た
団
体
交
渉
に

お
い
て
支
社
側
よ
り
「
モ
ビ
リ

テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
系
統
に
お
け

る
体
制
見
直
し
に
つ
い
て
」
の

提
案
を
受
け
る
と
と
も
に
、
２

０
２
６
年
３
月
ダ
イ
ヤ
改
正

の
乗
務
員
運
用
行
路
表
（
案
）

を
受
け
ま
し
た
。 

乗
務
員
行
路
作
成
に
お
け

る
労
働
時
間
や
始
終
業
時
刻
、

食
事
時
間
の
考
え
方
な
ど
に

つ
い
て
は
、
昨
年
９
月
に
行
っ

た
申
16
号
「
２
０
２
５
年
３
月

ダ
イ
ヤ
改
正
検
証
に
関
す
る

 
 

■
申
11
号 

申
し
入
れ
項
目 

※
別
紙
の
内
容
は
す
べ
て
割
愛
し
ま
す 

 

 

新
幹
線
統
括
本
部
に 

幹
申
５
号
を
提
出 


